
活動者紹介

　札幌市と社会福祉協議会が協働して運営・推
進している「福祉のまち推進センター」で活動
する方をご紹介します。
　今回は、清田中央地区福祉のまち推進セン
ターの運営委員、しんえい西自治会福祉推進委
員会で副委員長として活躍されている水嶌初枝
（みずしま　はつえ）さんです。

水嶌初枝さん

（活動のきっかけ）
　この地区に住み始めて 24 年。その間福祉関係のお手伝いの機会が 2度ありました。初めは今の
ように福祉推進委員会が確立していなく孤軍奮闘していた記憶があります。現在は、当時にはな
かった「福まち運営委員」に加わり 6年目になりますが、このことが福祉のことをお手伝いさせ
て頂くチャンスになったように思います。

（普段の活動について教えてください）
　自治会の福祉推進委員会は、町内会長をはじめ民生委員、町内会各部長・副部長で構成され、年
に 2回程度委員会を開催し、情報交換や関係機関からのお話を聞いたりしています。
　自治会には 70 歳以上 104 歳まで 108 名の高齢の方が住まわれており、自治会にある老人クラブ
「はるにれ会」に参加されていたり、お元気に過ごされている方が多いため、お邪魔にならないよ
うにそれとなくそっと見守りをしています。

（これまでの活動で印象深かったこと）
　町内に住むお身体の不自由な方のご自宅の樹木の伐採や草刈り、清掃を福祉推進員会とはるにれ
会の有志で取り組みました。とても感謝され、ともに汗を流した皆で気持ちが明るくなりました。
会員同士のコミュニケーションもとれ、とても有意義な活動でした。

（今後に向けて思うこと）
　当自治会には若い家族が年々増えてきていますが、委員
はじめ関係機関の協力をいただき、地域住民皆様の優しい
気持ちが一体となって福祉のことに関心を持ち、ほんの少
しの心配りをしながらお互いを思いやり、「安心・安全に
暮らせるまち」を住民みんなで目指していくことができた
ら良いなと思っています。
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毎月3日は 見守り訪問の日
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